
★
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「
筑
西
リ
ー
ダ
ー
ス
高
校
生
会
」
は
、

高
校
生
が
地
域
を
拠
点
と
し
て
、
自
主

的
な
活
動
を
と
お
し
て
子
ど
も
会
活
動

や
社
会
福
祉
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
前
か

ら
下
館
・
関
城
・
明
野
・
協
和
に
そ
れ

ぞ
れ
高
校
生
会
が
あ
り
、
現
会
員
の
親

世
代
か
ら
続
く
活
動
で
す
。
現
在
は
市

内
及
び
近
隣
市
町
村
に
在
住
又
は
在
学

す
る
高
校
生
な
ど
16
人
（
現
役
11
人
、

Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
５
人
）が
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
定
例
会
で
情
報
交
換
】

　

毎
月
１
回
会
員
が
集
ま
り
、
情
報
交

換
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
・
相
談
な
ど
を

行
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
現
役
時
代
の
経
験
を
糧
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

【
研
修
会
で
知
識
・
技
術
を
習
得
】

　

実
際
に
行
事
等
で
活
動
す
る
に
あ

た
っ
て
必
要
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
研
修
会
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

も
し
も
の
際
に

対
応
で
き
る
よ

う
「
救
命
救
急

講
習
」
や
、
調

理
を
補
助
す
る

た
め
の
「
調
理
実

習
」
研
修
な
ど
を

実
施
。
調
理
実
習

で
は
、「
刃
物
や

火
を
使
う
と
き
は
、

子
ど
も
た
ち
に
こ

こ
を
気
を
つ
け
て

も
ら
い
た
い
ね
」
と
、
実
際
の
現
場
を

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
、
高
校
生
会
の
力

を
発
揮
！
】

　

な
ん
と
い
っ
て
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
活
動
が
高
校
生
会
の
メ
イ
ン
で

す
。
定
例
会
や
研
修
会
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
地
域
の
活
動
を
よ
り
活
気

溢
れ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
多
い
の
は
、
子
ど
も
会
行
事
の

サ
ポ
ー
ト
で
す
。
時
に
は
市
外
へ
の

キ
ャ
ン
プ
に
同
行
し
、
外
遊
び
や
屋
外

調
理
を
楽
し
く
手
伝
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
社
会
福
祉
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
補
助
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
会
っ
て
ど
ん
な
団
体
？

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

会員随時募集中！

研修会で
遊びを考えて…

生かす！

地域の活動を

支える！

こんな高校生募集しています
★いろんな人と交流したい！

★イベントを盛り上げるのが好き！
★ボランティアに興味がある！

【対　象】市内及び近隣市町村在住又は在学
　　　　 する高校生

【活動日】定例会…主に平日の夕方
　　　　 研修やイベント…主に土日
　　　　 ※会員は学業や部活動を優先し、
　　　　 参加可能な日に活動しています。

【問い合わせと申込み】
生涯学習課　☎２２−０１８２
E-mail　shougak@city.chikusei.lg.jp
★どんなことでも、お気軽にご連絡ください！

　他市町村高校生会との交歓
会など、普通の高校生では経
験できないことがたくさん！
　みんな勉強や部活と両立し
ながら頑張っています！
　見学もできますので、ぜひ、
　　参加してみませんか？ 会長

丸山歩乃果さん

救命救急講習

調理実習

★

★

題字：高校生会のみなさん

がんばれ！
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　五輪塔とは、万物が空・風・火・
水・地の五大要素から成り立って
いるという密教的世界観を石塔に
具体化したものです。
　この五輪塔は、花

かこうがん

崗岩製で空輪
は宝

ほうじゅ

珠形、風輪は３分の１円形、
火輪は急傾斜をした鎌倉期の典型
的な作例で貴重です。石造工芸の
観点からしても、全体の風格、均
整のとれたスタイルなどはすばら
しく、鎌倉中期から末期ごろのも
のと推定されています。
　以前は三

さんしょ

所神社境内の西北に
あった神宮寺に祀

まつ

られていました
が、明治初年に現在の共同墓地内
に移されました。

探訪 筑西市の

文化財

問 生涯学習課 ☎２２-０１８３

　県指定文化財（工芸品）　
　　昭和 41 年３月７日指定
　　鎌倉時代中期～末
　　所在地：村田地内
　　大きさ：総高 216.0cm

健康 

いき いき

　

ご
飯
な
ど
の
炭
水
化
物
は
、
ブ
ド

ウ
糖
な
ど
の
形
で
取
り
込
ま
れ
、
血

液
中
を
循
環
し
ま
す
（
血
糖
）。

　

血
糖
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
の
働
き
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
運
動

不
足
や
過
食
な
ど
を
繰
り
返
す
と
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
、
働
き

が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
血

糖
が
上
手
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら

れ
ず
、
血
液
中
の
血
糖
が
増
加
し
ま

す
。
こ
れ
が
糖
尿
病
で
す
。

　

昔
、
糖
が
尿
に
で
る
こ
と
か
ら
名

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
！

石
せきぞ う

造 五
ご り ん と う

輪 塔

■
今
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直

　
せ
ば
予
防
で
き
る

健
康
づ
く
り
課
☎
22-

０
５
０
６

問

■
糖
尿
病
っ
て
何
？

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
「
自
分
は
太
っ

て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
う
の

で
は
な
く
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

何
気
な
い
習
慣
の
改
善
で
、
糖
尿

病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

肥
満
の
人
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
筑
西
市
特
定
健
康
診
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
男
性
の
３
人
に
１
人
、
女

性
の
４
人
に
１
人
が
肥
満
と
判
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
き
な
り
標
準
体
重
ま
で
減
ら
さ

な
く
て
も
、
今
の
状
態
か
ら
体
重
を

３
㎏
、腹
囲
を
３
㎝
減
ら
す
こ
と
で
、

付
け
ら
れ
た
病
名
で
す
が
、
糖
尿
病

の
初
期
に
は
尿
糖
は
み
ら
れ
ず
、
他

の
自
覚
症
状
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
健
康
い
き
い
き

■
痩
せ
て
い
る
人
も
要
注
意

空輪
風輪

火輪

水輪

地輪

基壇

糖
尿
病
を
７
〜
８
割
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る

と
も
い
わ

れ
て
い
ま

す
。

■
３
〜
４
人
に
ひ
と
り
が

　
肥
満
の
判
定

　

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
、
血

糖
値
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能

力
が
低
い
た
め
、
太
っ
て
い
な
く
て

も
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
体
質
を

も
っ
て
い
ま
す
。

①
食
事
は
、
20
分
以
上
か
け
て
ゆ
っ

　

く
り
食
べ
る
。
１
口
入
れ
た
ら
よ

　

く
か
ん
で
、
す
べ
て
を
飲
み
込
ん

　

だ
ら
次
を
入
れ
る
。

②
野
菜
か
ら
先
に
食
べ
る
。

①
と
②
を
習
慣
に
す
る
と
、
食
事
量

　

を
少
な
く
で
き
た
り
、
血
糖
値
の

　

急
上
昇
を

　

抑
え
る
こ

　

と
が
で
き

　

ま
す
。

■
食
事
は
ゆ
っ
く
り
、
よ
く

　
か
ん
で
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まちのわだいまちのわだい

読書感想文全国コンクール
でサントリー奨励賞受賞

　「第 58 回青少年読書感想文全国
コンクール」で、関城東小学校３年
生の石

いしばし
橋岳

た か き
樹さんが、サントリー奨

励賞を受賞しました。
　昨年市外から転入した石橋さん。『こ
こがわたしのおうちです』を読み、引っ
越しで不安な主人公に共感したそう
です。石橋さんは「これからもたくさ
ん本を読みたい」と話してくれました。

「元気に帰って来て」
　〜サケの稚魚を放流

　２月２日、鬼怒川漁業協同組合
（中

なかがわ
川行

ゆ き お
雄理事長）は、サケの稚魚約

30 万尾を鬼怒川に放流しました。
　約 250 人の参加者は、新川島橋
下から「元気に帰ってきて」と声を
かけ放流しました。また、鬼怒川を

愛する会（中
なかざわ

澤清
せいいち

一会長）のみなさ
んが温かい豚汁を振る舞いました。
　２月 10 日には、しもだて紫水
ロータリークラブ（杉

すぎやま
山 光

ひかる
会長）が、

中舘観音寺下で約 300 人の参加者
と一緒に勤行川に約３万尾を放流し
ました。サケはおよそ３年ほどでふ
るさとの川に戻ってくるそうです。

　１月 26 日の文化財防火デーにあ
たり、文化財防災訓練が 27 日に
八
や は た

幡自治会（潮
うしおだ

田定
さだ

重
しげ

自治会長）や
八
はちまん

幡神社氏子のみなさん、筑西消
防署（多

た ち
知芳

よ し お
男署長） 、市消防団

（富
と み た

田宏
ひ ろ し

司団長）の協力により、八
幡神社（八幡）で行われました。
　訓練では、消防ポンプ車による本
殿への放水訓練や、消火器による消
火訓練などが行われました。
　上

う え の
野 怜

さとし
教育長は「貴重な文化財

を郷土の宝として守り続けたい」と
話しました。

文化財防災訓練を実施
　　　　　〜八幡神社

鬼怒川

勤行川

　県主催の筑波山ベストビューコン
テストで、563 件の応募の中から
最優秀賞に輝いた、小貝川と大谷川
の合流点に整備された母子島遊水地
（飯田）では、10月と２月の年２回、
筑波山頂から朝日が昇りダイヤモン
ドのような光彩を放つ「ダイヤモン
ド筑波」を見ることができます。
　連日 100 人を超えるカメラを
持った人たちが夜明け前から訪れ、
午前６時 50分頃、山頂から太陽が
昇る幻想的な風景を思い思いにカメ
ラに納めていました。

幻想的な自然の景色
　 「ダイヤモンド筑波」

　無病息災などを願い江戸時代から
約 180 年も続く「辻

つじしゅうらくかしょう
集落火渉」が、

今年も初午の２月９日に辻稲荷神社
境内で行われました。
　境内には地元の人たち約 50 人が
訪れ、燃えさかる薪

たきぎ
や粗

そ だ
朶を左右に

かき分け作られた火の道を、無病息
災を祈りながら素足で次々に通り抜
けました。

無病息災を願い火の道を
素足で渡る「辻集落火渉」
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「福は内、鬼は外」
　　　　各所で節分祭

　節分の日の 2 月 3 日、市内各所
で節分祭が行われました。
　千妙寺（黒子）では、午前 11 時
から年男・年女の人や、認定こども
園関城の園児たちと赤鬼青鬼がいっ しょになって「福は内、鬼は外」と

叫びながら福豆をまきました。
　羽黒神社でも、午後 5 時からの
節分祭に老若男女を問わず福を求め
て大勢の人が集まりました。福豆や
縁起のいいお菓子などがまかれる
と、「こっち、こっち」と元気に手
を伸ばす声が飛び交っていました。

　大雪のため延期された恒例の「大
町だるま市」が１月 20 日、歩行者
天国となった大町通りで開催されま
した。会場には、群馬の高崎だるま
や埼玉の武

ぶしゅう
州だるまなどが並べら

れ、だるまを買い求める人や、併催
された「笑

しょうてんがい
店街」を見に来た人など

25,000 人余りで賑
にぎ

わいました。
　会場ではカラオケ大会や大道芸な
どのイベントが行われ、筑西ふるさ
と大使の並

な み き
木勝

かつとし
利さんと植

う え き
木定

さ だ お
男さ

んも参加し、お客さんに笑いを振り
まいていました。

「大町だるま市」と　　
　　　「笑店街」を開催

　「表彰されてうれしいけど、ちょっ
と驚きました」。控えめに話すのは、
筑西警察署から善行賞を贈られた明
野中学校３年生の荒

あ ら い
井一

か ず き
希さん。

　通学途中に道に迷った高齢の女性
に声をかけられた荒井さん。道を思
い出しながら歩く女性に１時間以上
も付き添い、女性は無事に家まで辿

たど

り着くことができたそうです。

　１年の無病息災、五
ごこくほうじょう

穀豊穣を願っ
て市内各地区で「どんど焼き」が行
われました。
　正月の松飾りや注

し め な わ
連縄、だるまな

どを燃やした残り火で、細い竹に刺
した団子や餅を焼いて食べると１年
間健康でいられるなどの言い伝えが
あり、参加した人たちはそれぞれ餅
を焼いて１年の健康を願いました。

高齢者を手助けした
明野中生に善行賞表彰

無病息災を願い、
各地区で「どんど焼き」

一本松地区のどんど焼き

羽黒神社

千妙寺

　大田小学校（渡
わたなべ

邉 浩
ひろし

校長）では
子どもたちが身近な自然体験活動な
どを通して、緑を愛し・守り・育て
る心を育めるよう、県の補助金を活
用して、学校内に森林環境学習ので
きる環境整備を進めています。
　昨年12月、同校５年生による「緑の
少年団」の結団記念集会が行われ、い
ばらき緑の大使らによる緑の講話に、
子どもたちは真剣に耳を傾けました。
　現在は巣箱や樹木ネーム、木製プ
ランターなどの製作を行い、自然の
大切さを学んでいます。

手作りプランター完成！
大田小子どもの森づくり
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